
質
問
項
目
は
①
行
財
政
改
革
の
推
進
、
②
東

日
本
大
震
災
の
ガ
レ
キ
受
け
入
れ
の
対
応
、

③
教
育
行
政
―
の
３
項
目
に
つ
い
て
市
長
お

よ
び
関
係
部
長
と
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。【
詳

細
は
Ｐ
２
・
３
を
参
照
下
さ
い
】

行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
は
平
成
23
年
度
か
ら

27
年
度
の
５
年
間
に
取
り
組
む
実
施
項
目
が

84
項
目
あ
り
ま
す
が
、
特
に
平
成
26
・
27
年

度
は
市
長
任
期
の
最

終
年
度
で
あ
る
こ
と

か
ら
前
倒
し
に
取
り

組
む
べ
き
で
あ
る
と

の
思
い
か
ら
３
点
に

つ
い
て
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の

ガ
レ
キ
受
け
入
れ
に

つ
い
て
は
、
４
月
１

日
の
議
会
で
放
射
線

量
の
測
定
と
焼
却
灰

の
埋
め
立
て
処
理
は

国
の
責
任
に
お
い
て

安
全
性
の
確
保
を
整

え
る
こ
と
を
前
提

に
、
通
常
の
廃
棄
物

と
判
断
さ
れ
る
ガ
レ

キ
は
受
け
入
れ
に
前

向
き
な
対
応
を
求
め

る
決
議
を
賛
成
多
数

で
可
決
し
ま
し
た
。

今
日
ま
で
長
崎
市

も
職
員
の
派
遣
、
市

民
は
義
援
金
カ
ン
パ

等
の
協
力
を
行
っ
て

暑
さ
厳
し
い
候
、
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
益
々
ご
健
勝
に
て
、
ご
活
躍
の
事
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

本
会
議
に
て
一
般
質
問
を
行
い
ま

し
た去る

、
６
月
12
日
に
定
例
本
会
議
に
て
ト

ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
で
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
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長崎市議会議員

だ
よ
り

やさしい街づくり！元気な長崎！

こ
の
用
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

い
ま
す
が
、
長
崎
市
は
30
年
前
の
昭
和
57
年

７
月
23
日
の
長
崎
大
水
害
で
は
、
全
国
各
地

の
皆
さ
ん
か
ら
支
援
を
頂
き
早
期
復
旧
・
復

興
し
た
こ
と
を
私
も
含
め
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
長
崎
市
と
し
て
被
災
地
の

早
期
復
旧
の
手
助
け
と
し
て
出
来
る
こ
と
は
、

ガ
レ
キ
受
け
入
れ
で
あ
る
こ
と
を
質
疑
し
ま

し
た
。
市
長
よ
り
ガ
レ
キ
受
け
入
れ
表
明
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
焼
却
施
設
や
埋
め

立
て
処
理
場
で
作
業
実
験
な
ど
行
う
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
真
の
絆
は
、
色
々

な
課
題
が
あ
っ
て
も
全
国
民
が
被
災
地
の
当

事
者
の
立
場
に
な
っ
て
早
期
復
興
し
て
普
段

通
り
の
生
活
に
戻
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
再

認
識
し
て
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

教
育
行
政
に
つ
い
て
は
、
学
校
選
択
制
の

見
直
し
後
の
課
題
、
余
裕
教
室
の
実
態
把
握

と
有
効
活
用
に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
小
雨
が
降
る
中
、
多
く
の
皆
さ
ん

に
傍
聴
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

長
崎
市
の
現
状
は
急
速
な
少
子
高
齢
化
の

進
行
、
人
口
減
少
、
地
場
産
業
の
低
迷
な
ど

で
長
崎
市
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
は
今
後

も
市
民
の
皆
さ
ん
へ
長
崎
市
の
将
来
像
を
訴

え
な
が
ら
「
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

環
境
作
り
」
に
向
け
て
諸
活
動
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
く
決
意
で
す
。

皆
様
方
に
は
さ
ら
な
る
ご
指
導
・
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

長
崎
市
議
会
議
員
　
五
輪
清
隆

長
崎
市
女
の
都
１
丁
目
１
４
４
４-

１
３

自
　
　
　
宅

（
８
４
４
）９
５
９
９

生
活
相
談
室

（
８
６
１
）１
９
８
５

ご相談はお気軽に！

ホームページアドレス　http://www.k-itsuwa.com/

長
崎
市
議
会
・
平
成
24
年
６
月
定
例
会
は
６
月
７
日
（
木
）
に
開
会
し
、
６
月
22
日
（
金
）

に
最
終
本
会
議
が
開
催
さ
れ
、
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
（
約
５
億
１，
０
０
０
万

円
）
と
28
議
案
が
可
決
・
同
意
し
閉
会
し
ま
し
た
。

補
正
予
算
案
に
は
、
２
月
の
異
常
低
温
で
被
害
を
受
け
た
ビ
ワ
農
家
の
支
援
費
や
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備
調
査
費
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

定
例
議
会
最
終
日
に
議
長
・
副
議
長
よ
り
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、
正
副
議
長
選
の
結
果
第

51
代
議
長
に
板
坂
博
之
氏（
明
政
・
自
由
ク
ラ
ブ
）、
第
57
代
副
議
長
に
鶴
田
誠
二
氏（
市
民
ク

ラ
ブ
）が
就
任
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
と
28
議
案
が
可
決
・
同
意
！

◆
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
費
…
６
６
０
万
円

地
域
課
題
の
解
決
の
た
め
、
概
ね
小
学
校

区
を
単
位
と
し
て
地
域
の
複
数
の
団
体
が
連

携
し
て
実
施
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
に
対
し
て
、
助

成
又
は
物
品
を
配
布
す
る
。

〔
対
　
象
〕
取
り
組
み
の
主
体
と
な
る
地
縁

系
の
団
体

〔
限
度
額
〕
１
小
学
校
区
を
基
本
と
し
て
30

万
円
（
補
助
金
又
は
物
品
）

〔
事
業
期
間
〕
平
成
24
〜
26
年
度

◆
地
域
活
動
推
進
費
補
助
金
…
４
５
０
万
円

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
、
地
域
の
活
動

を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
経
費
に
対
し
て
助

成
す
る
。

・
丸
善
団
地
親
交
自
治
会
…
２
５
０
万
円

（
イ
ベ
ン
ト
用
ア
ル
ミ
ス
テ
ー
ジ
の
購
入
）

・
片
峰
獅
子
保
存
会
…
２
０
０
万
円

（
獅
子
舞
用
具
、
大
太
鼓
の
購
入
）

◆
サ
ン
ト
ス
市
姉
妹
都
市
提
携
40
周
年
記
念

事
業
費
…
…
…
…
…
…
…
１，
０
９
０
万
円

ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン
ト
ス
市
姉
妹
都
市
提
携

40
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
サ
ッ
カ

ー
の
長
崎
市
選
抜
チ
ー
ム（
中
学
３
年
生
）を

派
遣
し
、
交
流
試
合
等
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
親
善
交
流
を
深
め
る
。

〔
日
　
程
〕
８
月
26
日（
日
）〜
９
月
２
日（
日
）

〔
派
遣
団
〕
長
崎
市
選
抜
チ
ー
ム
　
中
学
３

年
生
15
人
ほ
か
　
計
20
人

◆
長
崎
び
わ
生
産
・
品
質
向
上
緊
急
対
策
費

補
助
金
…
…
…
…
…
１，
７
５
５
万
３
千
円

長
崎
び
わ
の
ブ
ラ
ン
ド
信
用
力
向
上
と
び

わ
産
地
の
維
持
に
資
す
る
た
め
、寒
害
に
よ
る

被
害
農
業
者
が
購
入
す
る
病
害
虫
防
除
・
品

質
向
上
資
材
に
つ
い
て
市
独
自
に
助
成
す
る
。

◆
安
全
・
安
心
住
ま
い
づ
く
り
支
援
費

…
…
１，
０
５
０
万
円

木
造
戸
建
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
に
対
し

て
長
崎
県
が
新
た
に
補
助
制
度
を
設
け
た
こ

と
か
ら
、
長
崎
市
が
行
う
補
助
に
県
補
助
金

を
上
乗
せ
し
て
支
援
す
る
。

・
今
回
補
正
分
　
30
万
円
／
件
　
×
35
件

５
月
17
日

（
木
）〜
20
日

（
日
）に
実
施

さ
れ
た
、「
長

崎
〜
上
海
航

路
」
就
航
に

伴
う
上
海
視

察
団
の
一
員

と
し
て
参
加

し
て
き
ま
し

た
。

視
察
団
は
、
田
上
市
長
・
中
村
議
長
以
下

20
人
の
市
会
議
員
や
市
・
県
職
員
、
観
光
宣

伝
隊
や
浜
の
町
商
店
街
の
役
員
な
ど
総
勢
48

名
で
あ
り
ま
し
た
。

現
地
で
旅
行
社
と
の
意
見
交
換
や
上
海
市

旅
遊
局
表
敬
が
あ
り
、
参
加
さ
れ
て
い
た
旅

行
社
か
ら
長
崎
の
印
象
に
つ
い
て
の
報
告
や

長
崎
市
に
対
し
て
、
今
後
は
市
民
に
Ｐ
Ｒ
し

た
方
が
良
い
の
で
な
い
か
と
の
意
見
も
出
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
上
海
航
路
お
よ
び
長
崎
市
観
光

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
と
し
て
上
海
市
内
の

街
頭
に
て
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
出
演
者
（
ち

ん
ど
ん
屋
・
か
わ
ち
屋
）（
太
鼓
・
西
方
小
天

狗
）（
日
本
舞
踊
・
藤
間
流
藤
栄
会
）
の
皆
さ

ん
と
合
流
し
て
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
、

私
た
ち
は
会
場
内
で
上
海
市
民
の
見
学
者
へ

長
崎
市
の
Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
り
を
行
い

ま
し
た
。

運
航
時
間
26
時
間
の
乗
船
で
感
じ
た
事
は
、

乗
務
員
は
教
育
が
徹
底
さ
れ
て
い
て
好
感
が

持
て
ま
し
た
が
、
５
月
末
よ
り
２
カ
月
か
け

て
船
内
改
装
を
実
施
予
定
で
あ
り
ま
す
が
、

上
海
旅
行
社
は
料
金
が
高
い
と
の
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
の
で
、
佐
賀
空
港
〜
上
海
便
の
格
安

航
空
に
多
く
の
お
客
さ
ん
が
利
用
す
る
の
で

は
な
い
か
心
配
で
あ
り
、
料
金
に
見
合
う
船

内
の
時
間
の
過
ご
し
方
な
ど
に
つ
い
て
改
善

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

今
回
の
視
察
を
通
じ
て
課
題
な
ど
を
理
解

出
来
ま
し
た
の

で
、
議
会
人
と

し
て
行
政
と
知

恵
を
出
し
合
い

な
が
ら
、
長
崎

〜
上
海
航
路
の

運
航
が
成
功
で

き
る
よ
う
に
努

力
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
し

た
。

「
長
崎
〜
上
海
航
路
」
就
航
に
伴
う
上
海
視
察
報
告

主
な
補
正
予
算

上海港のロビーにて

長崎市のＰＲパンフレットを配布



回
答
で
余
裕
教
室
は
な
い
と
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
学
校
数
は
増

え
て
、
児
童
・
生
徒
は
大
き
く
減

少
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
調
査

を
行
い
余
裕
教
室
が
な
い
と
報
告

し
て
い
る
の
か
。

【
答
弁
】
余
裕
教
室
と
は
、
文
部
科

学
省
に
お
い
て
「
将
来
と
も
恒
久

的
に
余
裕
と
な
る
と
見
込
ま
れ
る

普
通
教
室
」
と
定
義
さ
れ
て
お
り
、

児
童
生
徒
の
減
少
に
伴
っ
て
使
用

し
な
い
普
通
教
室
で
あ
っ
て
も
、

何
ら
か
の
活
用
が
図
ら
れ
て
い
る

場
合
は
、
余
裕
教
室
に
は
該
当
し

な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
、
長

崎
市
は
普
通
教
室
の
確
保
を
最
優

先
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、

教
材
室
や
教
育
相
談
室
、
更
衣
室

な
ど
と
い
っ
た
教
室
の
整
備
が
な

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
そ
れ

ら
に
転
用
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
学
校
で
の
活
用
以
外

に
も
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
室
や
放
課
後
児
童

通
う
こ
と
で
自
宅
か
ら
通
学
距
離

が
遠
く
な
っ
た
児
童
・
生
徒
数
な

ど
、
見
直
し
後
の
課
題
に
つ
い
て
。

【
答
弁
】学
校
選
択
制
利
用
者
数
は
、

平
成
23
年
度
は
小
学
生
２
９
３
名
、

中
学
生
３
２
４
名
で
合
計
６
１
７

名
で
し
た
、
見
直
し
後
の
平
成
24

年
度
は
小
学
生
１
６
８
名
、
中
学

生
１
９
８
名
で
合
計
３
６
６
名
と

見
直
し
後
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

自
宅
か
ら
通
学
距
離
が
遠
く
な

っ
た
児
童
生
徒
数
の
割
合
は
、
２

３
年
度
は
小
学
生
61
・
４
％
、
中

学
生
64
・
５
％
で
平
成
24
年
度
は

小
学
生
56
・
５
％
、
中
学
生
48
・

５
％
と
減
少
し
て
い
ま
す
、
次
年

度
以
降
も
除
々
に
解
消
し
て
い
く

と
考
え
て
い
ま
す
。

制
度
の
見
直
し
後
の
課
題
は
、

経
過
措
置
で
あ
る
「
兄
・
姉
と
同

じ
学
校
だ
か
ら
」
な
ど
の
理
由
か

ら
遠
距
離
通
学
の
事
例
が
あ
り
ま

す
が
、
登
下
校
時
の
安
全
性
に
は

十
分
留
意
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

②
余
裕
教
室
の
実
態
把
握
と
有
効

活
用

質
問
　
長
崎
市
の
小
・
中
学
生
の

児
童
・
生
徒
数
は
昭
和
45
年
度
と

平
成
22
年
度
を
比
較
す
る
と
半
数

以
下
の
人
数
と
な
っ
て
い
る
が
、

平
成
21
年
に
全
国
で
余
裕
教
室
の

実
態
調
査
が
な
さ
れ
、
長
崎
市
は

ク
ラ
ブ
へ
も
転
用
を
行
う
等
、
有

効
活
用
に
努
め
て
お
り
余
裕
教
室

は
な
い
と
報
告
し
て
い
ま
す
。

【
要
望
】放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、

平
成
24
年
度
は
総
数
93
ク
ラ
ブ

の
内
、
17
ク
ラ
ブ
が
小
学
校
の

余
裕
教
室
を
利
用
し
、
23
ク
ラ

ブ
が
学
校
敷
地
内
に
専
用
施
設

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
団

体
に
対
し
、
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
費
補
助
金
を
交
付
し

て
お
り
、
平
成
22
年
度
決
算
額

で
は
総
数
83
ク
ラ
ブ
に
対
し
て
、

約
４
億
２，
０
０
０
万
円
の
補
助

金
を
交
付
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
民
間
の
建
物
を

借
り
て
家
賃
を
支
払
っ
て
い
る

運
営
団
体
へ
の
補
助
は
、
17
ク

ラ
ブ
で
約
１，
７
０
０
万
円
と
な

っ
て
い
る
が
、
長
崎
市
の
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
で
余
裕
教
室

を
も
っ
と
、
有
効
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
家
賃
補
助
が
削
減
で

き
る
と
思
う
の
で
、
教
育
委
員

会
が
余
裕
教
室
の
実
態
調
査
を

行
っ
て
頂
き
た
い
。

更
に
、
長
崎
市
内
の
自
治
会

で
は
自
前
の
公
民
館
を
持
た
な

い
自
治
会
も
あ
る
の
で
、
学
校

周
辺
の
自
治
会
に
対
し
て
余
裕

教
室
の
開
放
を
検
討
願
い
た
い
。

自席からの再質問

に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
た
め
、

概
算
費
用
を
算
出
し
国
に
対
し
て

補
助
金
交
付
の
可
否
に
つ
い
て
確

認
を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
、
現

時
点
で
完
了
時
期
の
提
示
は
困
難

で
す
。

再
質
問

長
崎
市
民
の
多
く
は
、

ガ
レ
キ
受
け
入
れ
に
対
し
て
賛
成

す
る
と
思
う
が
、
長
崎
市
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
焼
却
試
験
の
実
施

表
明
は
し
な
い
の
か
。

【
再
答
弁
】
ガ
レ
キ
受
け
入
れ
の
た

め
に
は
、「
安
全
の
確
保
」
が
第
一

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

焼
却
試
験
に
あ
た
っ
て
は
、
焼

却
施
設
や
埋
立
処
分
場
の
地
元
の

皆
さ
ん
の
理
解
が
不
可
欠
で
あ
り
、

焼
却
施
設
や
埋
立
処
分
場
で
の
作

業
実
験
や
開
発
者
の
聞
き
取
り
な

ど
か
ら
、
安
全
性
の
確
保
と
作
業

の
安
全
性
が
確
保
で
き
る
と
判
断

さ
れ
た
ら
、
ま
ず
は
、
地
元
の
皆

様
に
十
分
な
説
明
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
ご
理
解
を
得
た
上
で
焼
却

試
験
の
表
明
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
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一般質問一般質問を行う一般質問を行う
①行財政改革の推進　②東日本大震災のガレキ受け入れの前向きな対応　③教育行政

6月12日2日6月12日

１．
「
行
財
政
改
革
の
推
進
」

に
つ
い
て

質
問

自
治
基
本
条
例
制
定
に
つ

い
て

【
答
弁
】自
治
基
本
条
例
の
制
定
は
、

制
定
過
程
が
重
要
で
あ
り
条
例
の

理
念
、
目
的
を
議
論
し
た
上
で
作

業
を
進
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら

の
意
見
・
提
案
を
頂
き
な
が
ら
、

他
都
市
に
な
い
長
崎
市
オ
リ
ジ
ナ

ル
を
平
成
26
年
度
の
制
定
を
目
途

と
し
て
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

質
問

も
み
じ
谷
葬
斎
場
の
今
後

の
あ
り
方
の
検
討
に
つ
い
て

【
答
弁
】
も
み
じ
谷
葬
斎
場
は
、
昭

和
53
年
12
月
に
全
面
建
て
替
え
以

来
、
約
33
年
が
経
過
し
老
朽
化
を

踏
ま
え
、
待
合
室
の
増
設
・
改
修
、

駐
車
場
の
整
備
や
電
気
集
塵
機
な

ど
の
改
修
工
事
を
行
っ
て
き
た
が
、

火
葬
炉
や
待
合
室
、
拾
骨
室
等
は

施
設
の
不
足
や
狭
隘
さ
な
ど
不
便

な
面
が
多
く
、
高
齢
化
社
会
の
進

展
に
伴
い
、
将
来
見
込
ま
れ
る
火

葬
需
要
へ
の
対
応
な
ど
の
需
要
課

題
を
抱
え
て
い
ま
す
の
で
、
建
て

替
え
計
画
の
検
討
を
本
年
度
か
ら

着
手
し
て
平
成
26
年
度
中
に
建
て

替
え
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

２．
「
東
日
本
大
震
災
の
ガ
レ

キ
受
け
入
れ
」
の
前
向

き
な
対
応
に
つ
い
て

質
問
　
長
崎
市
よ
り
国
に
対
し
て

質
問
が
出
さ
れ
て
い
た
項
目
に
、

国
か
ら
４
月
27
日
に
回
答
さ
れ
て

い
る
が
何
が
問
題
で
、
ガ
レ
キ
の

受
け
入
れ
に
支
障
と
な
っ
て
い
る

の
か
。

【
答
弁
】
災
害
廃
棄
物
の
焼
却
後
の

焼
却
灰
に
つ
い
て
、
環
境
省
は

「
埋
め
立
て
処
分
は
従
来
の
方
法
で

問
題
は
な
い
」
と
の
見
解
を
示
し

て
い
る
が
、
焼
却
灰
の
中
で
も
飛

灰
と
呼
ば
れ
る
パ
ウ
ダ
ー
状
の
灰

に
は
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
濃
縮

さ
れ
、
水
に
溶
け
出
し
や
す
い
こ

と
が
問
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
　
５
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た

「
ス
ク
ラ
ム
ミ
ー
テ
イ
ン
グ
」
で
の

県
知
事
か
ら
の
提
案
お
よ
び
５
月

31
日
の
北
九
州
市
で
開
催
さ
れ
た

検
討
会
を
傍
聴
後
、
長
崎
市
は
ど

の
よ
う
に
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

【
答
弁
】
県
か
ら
、
焼
却
灰
を
埋
め

立
て
る
処
分
場
の
安
全
対
策
と
し

て
、
新
た
な
埋
め
立
て
方
式
が
提

案
さ
れ
て
い
ま
す
。
北
九
州
市
の

検
討
会
で
は
飛
灰
か
ら
の
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
の
流
出
防
止
対
策
と
し
て

特
殊
な
盛
土
を
使
用
し
た
埋
め
立

て
方
式
を
採
用
す
る
予
定
で
す
。

長
崎
市
は
埋
め
立
て
方
式
に
よ

り
懸
念
す
る
問
題
点
の
検
討
と
、

東
西
工
場
や
三
京
ク
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

に
お
け
る
安
全
対
策
と
作
業
効
率

お
よ
び
埋
め
立
て
途
中
の
豪
雨
対

策
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

質
問

市
長
は
２
月
議
会
の
同
僚

議
員
の
質
問
で
議
会
の
議
決
が
あ

れ
ば
、
そ
の
内
容
を
重
く
受
け
止

め
て
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
と
答

弁
さ
れ
て
い
る
が
、
議
会
議
決
か

ら
２
カ
月
が
経
過
し
て
い
ま
す
が
、

市
長
は
４
月
１
日
で
の
議
会
議
決

を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る

の
か
。

【
答
弁
】
議
会
決
議
を
重
く
受
け
止

め
る
と
い
う
点
は
全
く
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
、
安
全
性
を
整
え
る
こ

と
が
第
一
で
、
長
崎
県
の
提
案
と

北
九
州
市
が
採
用
予
定
を
参
考
に

し
な
が
ら
「
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

埋
め
立
て
処
分
場
の
浸
出
水
の
問

題
を
解
決
し
、
安
全
か
つ
効
率
的

に
作
業
が
で
き
る
か
」
に
つ
い
て

現
場
で
の
実
験
を
行
い
、
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
て
、
結
論
を
導
き
出

し
た
い
。

再
質
問

長
崎
県
提
案
や
埋
め
立

て
方
式
に
つ
い
て
現
場
で
の
実
験

も
行
い
な
が
ら
結
論
を
導
い
て
い

く
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
が
、
い
つ

頃
を
目
途
に
結
論
を
出
す
の
か
。

【
再
答
弁
】
検
討
の
た
め
に
は
現
場

で
の
実
験
に
加
え
、
北
九
州
市
方

式
に
つ
い
て
は
耐
久
性
や
安
全
性

等
に
つ
い
て
開
発
者
の
聞
き
取
り

や
採
用
事
例
の
確
認
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

い
ず
れ
の
方
式
を
実
施
す
る
場

合
も
、
現
在
の
埋
め
立
て
作
業
に

比
べ
て
非
常
に
多
額
の
人
件
費
、

材
料
費
、
重
機
借
上
費
等
が
必
要

【
要
望
】
東
日
本
大
震
災
か
ら
既

に
１
年
３
ヶ
月
が
経
過
し
た
が
、

被
災
地
は
震
災
ガ
レ
キ
が
障
害

と
な
っ
て
復
興
が
進
ま
な
い
状

況
で
あ
る
、
特
に
長
崎
市
は
30

年
前
の
昭
和
57
年
７
月
23
日
の

長
崎
大
水
害
で
は
、
全
国
各
地

の
皆
さ
ん
か
ら
の
支
援
を
頂
き

早
期
復
興
し
た
こ
と
を
、
私
も

含
め
長
崎
市
民
は
忘
れ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
、
長
崎
市
と
し

て
被
災
地
の
早
期
復
興
を
手
助

け
出
来
る
事
が
、
ガ
レ
キ
の
受

け
入
れ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
、

長
崎
市
民
へ
の
「
安
全
性
の
説

明
」「
風
評
被
害
」
な
ど
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
あ

る
が
、
早
急
に
「
ガ
レ
キ
受
け

入
れ
」
が
表
明
で
き
る
よ
う
に

対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

３．

教
育
行
政
に
つ
い
て

①
学
校
選
択
制
の
見
直
し
後
の
課
題

質
問
　
平
成
17
年
度
か
ら
実
施
さ

れ
て
き
た
学
校
選
択
制
の
課
題
解

消
策
と
し
て
今
年
度
入
学
者
か
ら

見
直
し
が
さ
れ
た
こ
と
は
評
価
し

て
い
ま
す
が
、
見
直
し
前
と
見
直

し
後
の
申
し
立
て
に
よ
り
隣
接
校

へ
通
っ
て
い
る
児
童
・
生
徒
の
人

数
と
理
由
お
よ
び
制
度
の
見
直
し

後
、
申
し
立
て
に
よ
り
隣
接
校
へ

平平
成
2424
年
６
月
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・
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般
質
問
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旨

月
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・
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般
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抜
粋
）

平
成
24
年
６
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議
会
・
一
般
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問
要
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抜
粋
）

山積されているガレキの山

建て替えが計画されている
「もみじ谷葬祭場」

小学校の敷地内に設置された
学童クラブ


